
総合振込の画面で説明いたします
① 法人ＩＢのメニューから「ファイル伝送」で該当のメニューをクリックします。

② 表示されたメニューの「データ作成」をクリックします。

③ 送信するデータを選択します。

「送信済データ利用」を使用してエラーとなった際の送信手順
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④ 画面を下げ「ファイル出力」をクリックします。

⑤ 「ファイル出力」の画面で口座の情報を確認します。

⑥ 画面を下げ「ダウンロード」をクリックします。
　※ダウンロードするファイルは任意の場所へ保存してください。

法人ＩＢの代表口座が表示されてい

ることを確認してください
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⑦ 「メモ帳」を開きます。
　パソコン画面左下の　スタートボタン　→　Windowsアクセサリ　→　メモ帳　をクリックします。
（windows10の場合)

⑧ 「ファイル」　→　「開く」　をクリックします。

⑨ ⑥で保存したファイルを開き、口座の情報を修正します。　※詳しくは当金庫担当者へご確認ください。

（全銀ファイル例）

001　・・・　口座を開設している支店の番号
ﾎﾝﾃﾝ　・・・　口座を開設している支店のカナ名称

1　・・・　科目番号（半角数字１文字、１：普通預金、２：当座預金）
0999999　・・・　口座番号（半角数字７文字）

（修正後の例）

※修正するときに文字数を変えないでください。（科目は半角数字１文字、口座番号は半角数字７文字）

｝　修正は不要です。

｝　データ伝送で使用している口座へ変更してください。
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⑩ 「ファイル」→「上書き保存」をクリックします。

⑪ メモ帳を「×」をクリックして閉じます。

⑫ 法人IBメニューの「ファイル伝送」→「外部ファイル送受信」とクリックしてください。

⑬ 「外部ファイル送受信」の「外部ファイル送信」をクリックしてください。
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⑭ 「送信テーブル選択」画面の「新規」をクリックしてください。

⑮ 「送信テーブル作成」の画面で各項目を入力し「登録」をクリックしてください。

「法人IB データ伝送の取扱について」に

記載の「依頼人コード」に該当する「金融

機関枝番」を選択する。

「法人IB データ伝送の取扱について」に

記載の「種別」を選択する。

「レコード長」は「１２０」固定

「ファイル名」は自動入力

「注釈（コメント）」には「依頼人コード」等

を入力していただくと分かりやすくなります。

科目 口座番号

1 40000012345 総振 普通 9999999 0000999999 01 123456 654321
2 40000012345 給与 普通 8888888 0000222222 02 123456 654321

ファイル
アクセスキー

全銀
パスワード

ご利用口座
項番

契約者ID
（利用者番号）

種別
依頼人コード
(委託者コード)

金融機関
枝番
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⑯ 「送信テーブル選択」の画面で先ほど登録した設定を選択し、「アップロード」をクリックしてください。

⑰ 「アップロード開始」画面で、「ファイル種別」が「全銀ファイル」が選択されていることを確認し、「論理ファイルパス名」の
「参照」をクリックしてください。
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⑱ ⑩で保存したファイルを指定し「開く」をクリックしてください。

⑲ 「実行」をクリックしてください。

⑳ アップロード中の画面が表示され、自動的に次の画面に進みます。
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㉑ 「送信確認」の画面で、「事前チェック」でエラーが表示されていないことを確認してください。

㉒ 画面を下げ「利用者確認暗証番号」を入力し、「送信」をクリックしてください。

8



㉓ 「パスワード入力」の画面で「全銀パスワード」と「ファイルアクセスキー」を入力し「了解」をクリックしてください。

㉔ 「送信中」の画面が表示され、自動的に次の画面に進みます。

科目 口座番号

1 40000012345 総振 普通 9999999 0000999999 01 123456 654321
2 40000012345 給与 普通 8888888 0000222222 02 123456 654321

ファイル
アクセスキー

全銀
パスワード

ご利用口座
項番

契約者ID
（利用者番号）

種別
依頼人コード
(委託者コード)

金融機関
枝番
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㉕ 「送信完了」の画面で「ステータス」が「正常送信」であることを確認してください。

㉖ 画面を下げ「確認」をクリックしてください。

以上となります。
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